一般社団法人埼玉県老人福祉施設協議会災害対策規程
(目的)
[bookmark: _Hlk48230285]第１条　この規程は、一般社団法人埼玉県老人福祉施設協議会(以下「県老施協」という。)会員施設における、地震、台風等による災害に対する組織的な対応及び防災等に関する対策について、必要な事項を定める。
(災害対策における組織)
[bookmark: _Hlk48652483][bookmark: _Hlk48652460][bookmark: _Hlk48651320]第２条　県老施協は、地震（県内に震度5強以上）及び大規模な災害が発生したとき又は発生の恐れがあるときは、災害対策本部及び災害対策圏域を設置する。
[bookmark: _Hlk48651348]２ 災害対策本部を県老施協事務局に、災害対策圏域を県老施協圏域長施設に置く。
３ 災害対策本部及び災害対策圏域の組織は、別紙のとおりする。
４ 災害対策本部長は、災害等により災害対策本部の機能が不全となった場合、又は、不全
となると考えられる場合は、圏域長の施設の中の一つを災害対策本部に指定することができる。
[bookmark: _Hlk47526314]５ 第１項にかかわらず、災害対策本部長が必要と認めたときは災害対策本部を設置するこ
とができる。
６ 災害対策副本部長は、災害対策本部長に事故があった場合、その業務を代理する。
７ 災害対策本部は、災害等の危険が解消し又は災害等の第３条３項による対応が概ね完了したと災害対策本部長が認めたときに閉鎖する。
(災害対策本部の業務)
第３条　災害対策本部は、会員施設の被害状況等を収集するとともに、各災害対策圏域長
に情報提供を行う。
[bookmark: _Hlk48658061]２ 災害対策本部は、埼玉県に被害状況等を報告するとともに、他の行政機関及び関係団体と情報交換を行う。第２条第３項の連絡体制については、県老施協会長が別途定める。
[bookmark: _Hlk48648907]３ 災害対策本部は、被災地域の状況並びに第５条第２項の支援要請に応じて、会員被害施設に対して次の応援対応を協議する。
[bookmark: _Hlk48654635]①被災施設利用者、被災地域の在宅要介護者等の一時的受け入れのための施設の提供
　②被災施設における食料、飲料水等の生活必需品、衣類、おむつ等の生活用品、ベッド、車いすなどの備品などの供給
　③被災施設などにおける介護職員等の必要な職員の派遣
④被災施設等の応急復旧などに必要資機材の提供
⑤援護及び救助活動に必要な車両の提供
⑥前各号に定めるもののほか、特に要請のあった事項　
４　災害対策本部は、前項の協議内容により、被災していない災害対策圏域長に応援要請を行い、応援人材・物資の内容を被災地区圏域長に回答する。
(災害対策圏域の業務)
[bookmark: _Hlk48647910]第４条　災害対策圏域の班長は、災害対策本部が設置された場合には、圏域地域内会員施設の被害状況を様式１等により収集に努め、災害対策圏域長に速やかに報告しなければならない。また、第５条第２項の支援要請があったときも同様とする。
２ 災害対策圏域長は、班長から前項の報告及び支援要請を受けたときは、速やかに災害対策本部に報告しなければならない。
３ 被災地区の災害対策圏域長は、災害対策本部より回答を受けた支援内容を被災施設に連絡して日程調整等を行い人的・物的支援の実施を応援施設に依頼をする。
４ 災害対策圏域長は、災害時に近隣の災害対策圏域との情報交換に努めるものとする。
５ 災害対策圏域の班長は、県老施協会長が指名する。
６ 災害対策圏域の班長は、災害対策圏域長に事故があった場合、その業務を代理する。班長が複数名いる圏域は、圏域長が代理する班長を指名する。
(会員施設)
[bookmark: _Hlk48653684]第５条　会員施設は、災害対策本部が設置された場合には、被害の有無にかかわらず施設の状況を様式１により速やかに災害対策圏域の班長に報告するものとする。
２ 前項により報告した会員施設のうち人的及び物的支援を必要とする施設は、様式２により災害対策圏域の班長に支援要請する。
(規程の改廃)
第６条　この規程の改廃は、理事会の承認を得て行うものとする。

附則
１ 規程は、令和２年１１月１０日から施行する。
附則
１ 規程は、令和４年４月１日から施行する。










別紙１

	災害対策本部
	役職名

	本部
	災害対策本部
	本部長：県老施協会長
副 副本部長：県老施協危機管理対策検討プロジェクトチーム委員長
[bookmark: _Hlk47524559]県老施協副会長・被災地圏域長
県老施事務局長

	[bookmark: _Hlk48227784]災害対策圏域
	役職名

	[bookmark: _Hlk88209792]1
	南部災害対策圏域
	圏域長：

	
	川口市、戸田市、蕨市
	班長：

	[bookmark: _Hlk88210803]2
	南西部災害対策圏域　
	圏域長：

	
	1班（新座市、朝霞市、志木市、和光市）
	班長：

	
	2班（ふじみ野市、富士見市、三芳町）
	班長：

	3
	東部災害対策圏域
	圏域長：

	
	1班（越谷市、草加市、八潮市、三郷市）
	班長：

	
	2班（春日部市、吉川市、松伏町）
	班長：

	[bookmark: _Hlk88209916]4
	さいたま災害対策圏域
	圏域長：

	
	さいたま市
	班長：

	5
	県央災害対策圏域
	圏域長：

	
	上尾市、鴻巣市、北本市、桶川市、伊奈町
	班長：

	6
	川越比企災害対策圏域
	圏域長：

	
	1班（川越市）
	班長：

	
	2班（坂戸市、鶴ヶ島市、毛呂山町、越生町、鳩山町）
	班長：

	
	3班（東松山市、滑川町、嵐山町、小川町、川島町、
ときがわ町、吉見町、東秩父村）
	班長：

	7
	西部災害対策圏域　
	圏域長：

	
	1班（所沢市、狭山市、入間市）
	班長：

	
	2班（飯能市、日高市）
	班長：

	8
	利根災害対策圏域
	圏域長：

	
	1班（久喜市、白岡市、幸手市、蓮田市、宮代町、
杉戸町）
	班長：

	
	2班（行田市、羽生市、加須市）
	班長：

	9
	北部災害対策圏域　
	圏域長：

	
	1班（熊谷市、深谷市、寄居町）
	班長：

	
	2班（本庄市、美里町、神川町、上里町）
	班長：

	10
	秩父災害対策圏域
	圏域長：

	
	秩父市、横瀬町、皆野町、小鹿野町
	班長：



	[bookmark: _Hlk48308009][bookmark: _Hlk48650716]様式１　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　令和　年　月　日
被害状況等報告書 
[bookmark: _Hlk48308031]（　　　　）災害対策圏域長
班　長　様
施設名　　　　　　　　　　　　　

	地施設名
	　

	記入者
	職名/氏名
	　

	災害発生日時
	令和　　　年　　　月　　　日　（　　）　午前　・　午後　　　時　　　分

	災害の種別
	　□火災　　□地震　　□水害　　□風害　　その他（　　　　　　　　）

	物的被害状況
	建物・設備
	□全壊　　□半壊　　□一部損壊　　□床上浸水　　□床下浸水
具体的状況




	
	ライフ
ライン
	使用できないもの
　□電気　□ガス　□水　□お湯　□ボイラー　□電話　□FAX　
その他

	
	その他
	自動車の乗り入れ
　□できる　□できない

	人的被害状況
	利用者
	けが等の被災者　□有　　□無

	
	
	避難の状況

	
	職員
	けが等の被災者　□有　　□無

	
	
	避難の状況

	
	地域住民
	けが等の被災者　□有　　□無

	
	
	避難の状況（全体の人数等）

	備考
	　


様式２　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　令和　年　月　日
支援要請書 
（　　　　）災害対策圏域長
班　長　様

施設名　　　　　　　　　　　　　
	人的支援要請
	
	
	
	

	要請人数
	　

	期間（想定）
	　

	集合場所
	　

	活動内容
	　

	職員に求める要件
	有　・無
	　

	活動場所
	　

	

物的支援要請
	
	
	
	

	物品・資機材等
	個数
	備考

	　
	　
	　

	　
	　
	　

	　
	　
	　

	
	　
	　

	　
	　
	　

	　
	　
	　

	　
	　
	　

	　
	　
	　

	　
	　
	　


参考
被害状況報告書
(災害見舞金申請書)
　　　　　　　　　　　　年　　　月　　　日
一般社団法人
埼玉県老人福祉施設協議会　会長 殿
施設長名　　　　　　　　　　　　　　
担当者名　　　　　　　　　　　　　　
	施　設　名
	

	住　　　所
(施設所在地)
	〒



	電 話 番 号
	

	被害の種類
内容・名称
(具体的名称)
	

	被害の発生状況
	年　　　月　　　日　　　　時　　　分頃

	被　害　額
(相当額)
	
	人的被害の有無

	
	
	　　　有　　　　　無

	被害の状況



1. 被害の発生後になるべく早く送付してください。
1. 被害状況がわかる写真等を添付してください。
1. 「被害の種類・内容・名称」には、被害の原因となった災害名と被害の一般的状況(例えば、台風〇〇号の水害による床上浸水、火災による建物の一部損傷 等) 
1. 「被害額」は、明確な数値が出ない場合は「〇〇万円相当」とご記入ください。
